
■アフリカ：Desertecに電力会社などの参加が決定 
北アフリカと中東で太陽熱発電を実施する Desertec プロジェクトにイタリアやスペインの電力会

社らが参加することが2010年3月22日に発表された。事業主体であるDesertecイニシアチブに

よると、今回参加が決定したのはイタリアの電力会社Enel、スペインの送電系統運用者REE、フ

ランスの建材メーカーSaint Gobain、モロッコのエネルギー事業者Narevの4社。また、2010年

3月16日には米国の太陽光セル製造大手First Solarも参加を発表している。ただし、First Solar
は今後3年間参加し、その後の評価検討を経て、継続可否を決定するとしている。Desertecは2008
年にミュンヘン再保険、ドイツ銀行、シーメンス、ABB、E.ONなど12社で立ち上げられ、2050
年までに欧州の15%、北アフリカと中東の2/3の消費電力を太陽熱などの再生可能エネルギーによ

り発電するプロジェクト。これまでドイツ系企業がプロジェクトの中心であったが、今回の加入に

より国際的なプロジェクトに展開されるものとみられる。 
 


